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	第3回
	大学生による大学生のための
	～互いに思いやり、助け合う関係性を育む～
	開催概要
	（土）
	2026年
	13:00~17:30
	申　込： 右記QRコードからお申込ください。


	プログラム
	自己紹介、アイスブレイク
	各大学の事例発表、パネルディスカッション

	各人の経験の共有、対話
	各人の振り返り、まとめ
	テーマ
	詳細
	13:00-13:10
	趣旨説明、オリエンテーション
	13:10-13:40
	お互いに関心をもち、深く知り合う
	13:40-14:40
	ピア・サポートに必要な
	スキルやマインドを学ぶ
	14:50-16:00
	ピア・サポートの経験について
	語り合い、深め合う
	16:00-16:30
	自身の気づきと学びを振り返る
	16:30-17:30
	参加者同士の交流を通して、関係性を育む
	参加者交流会、ネットワークづくり
	過年度の様子はこちら▶


	講師
	鈴木 学  氏　
	高等教育段階における学習者中心の教育実践開発研究を主たる活動に、これまで東北大学のSLA（スチューデントラーニングアドバイザー）をはじめ「学生の学生による学生のための学習支援」の仕組み構築に従事。正課内外を問わず、大学生の学びがより豊かになる方策を日々探究中！




